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～魅力あるバス業界をめざして～

A’ 案



政策・調査委員長（書記長）   羽　野　敦　之

は　じ　め　に
　JＲ西労組は、ＪＲ西日本の事業エリアに対応する地域別に地方本部・総支部を設置しています。鉄道・医療部門
だけでなく、ＪＲバス会社ごとに「西日本ＪＲバス地方本部」「中国ＪＲバス地方本部」を設置しています。
　今回の「Say-cho №49」では、今日、社会問題となっているバス産業について特集します。
　日本におけるバス産業は、地域の「最後の足」を担う重要インフラである一方、構造的な課題を多く抱え、維持
から再構築への転換期にあります。
　課題として現在、運転士の高齢化や大型二種免許取得のハードルの高さ、2024年問題（改善基準告示・労働
時間規制）が直撃した「運転士不足」また、赤字路線が大多数の地方路線の維持問題などが山積しています。
　今後のバス産業の再構築に向け今日まで、ＪＲ西労組は、ＪＲ連合自動車連絡会と連携し、国に対して、事業者が
持続可能で適正な事業運営ができるよう、労働条件につながる「改善基準告示」の見直しと遵守、税制面をはじ
めとする支援措置や、高速乗合バス及び貸切バスの運賃・料金の底上げを図るための環境整備などに取り組む
ことを求めています。
　あわせて、バス運転士や整備士の人財を確保し、離職を防止するために、女性を含め、働き続けながら子育て
や介護が行える環境を整えることも重要です。厚生労働省の「両立支援等助成金（出産・介護・育児休業の整備を
行った事業者に助成金を行う制度）」の年間の利用回数や助成額に限りがあること、女性を含む多くのバス産業
従事者にとって働きやすい環境の整備に向けて制度の拡充を求めています。
　また、自動運転については、技術革新により現実味を帯びてきており、将来的な運転士不足や過疎地での移動
手段の対応の観点からも期待されていますが、安全上の課題も多くあり、ＪＲ西日本が行っている実証実験を注
視しています。
　引き続き、西日本ＪＲバス・ＪＲバス中国の会社の経営状況や、事故の発生状況とその対策、業務、組織、政策課
題などを共有するとともに、両バス地本の意思統一を行う上で、重要な機関会議である「バス連絡会」を開催し、
連携を図り、取り組みを強化していきます。
　今回の「Say-cho」で、「バス産業＝運転士不足、しかし運行を止められない社会インフラ」を考えるきっかけに
していただければ幸いです。
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日
本
の
バ
ス
業
界
は
、
地
域
住
民
の
生
活
や
都
市
機

能
を
支
え
る
重
要
な
公
共
交
通
で
あ
る
一
方
で
、
そ
の

労
働
環
境
は
長
年
に
わ
た
り
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
て

き
ま
し
た
。
特
に
、
バ
ス
運
転
士
を
中
心
と
し
た
現
場

で
は
、
長
時
間
か
つ
不
規
則
な
労
働
に
加
え
、
高
齢
化

の
進
行
、
人
手
不
足
、
賃
金
水
準
の
相
対
的
な
低
さ
と

い
っ
た
複
合
的
な
課
題
が
顕
在
化
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
就
業
構
造
の
面
で
は
、
バ
ス
運
転
士
の
高
齢

化
が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
均
年
齢
は
50

歳
を
大
き
く
超
え
て
お
り
、
全
産
業
平
均
と
比
べ
て
10

歳
前
後
高
い
水
準
に
あ
り
ま
す
。
60
歳
以
上
の
運
転
士

も
一
定
数
を
占
め
て
お
り
、
今
後
は
大
量
退
職
が
見
込

ま
れ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
若
年
層
の
新
規
参
入
は
伸

び
悩
ん
で
い
ま
す
。
大
型
二
種
免
許
の
取
得
の
ハ
ー
ド

ル
の
高
さ
や
、仕
事
の
厳
し
さ
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
が
、

人
財
確
保
の
障
壁
と
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
女
性

運
転
士
の
割
合
は
極
め
て
低
く
、
労
働
力
の
裾
野
が
狭

い
点
も
構
造
的
な
課
題
で
す
。

　

次
に
、
労
働
時
間
の
面
で
は
、
バ
ス
運
転
士
は
全
産

業
平
均
と
比
べ
て
長
時
間
労
働
に
な
り
や
す
い
傾
向
が

あ
り
ま
す
。
早
朝
や
深
夜
を
含
む
交
番
制
勤
務
が
一
般

的
で
あ
り
、
勤
務
時
間
帯
は
不
規
則
で
す
。
実
際
の
運

転
時
間
に
加
え
て
、
出
退
勤
や
待
機
時
間
を
含
め
た
拘

束
時
間
が
長
く
な
る
こ
と
が
多
く
、
生
活
リ
ズ
ム
の
乱

れ
や
疲
労
の
蓄
積
が
課
題
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
十
分

な
睡
眠
時
間
を
確
保
で
き
な
い
運
転
士
も
存
在
し
て
お

り
、
健
康
管
理
や
安
全
運
行
の
観
点
か
ら
も
大
き
な
問

題
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

賃
金
水
準
に
つ
い
て
は
、
近
年
一
定
の
改
善
が
見
ら

れ
る
も
の
の
、
依
然
と
し
て
全
産
業
平
均
を
下
回
る
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
バ
ス
運
転
士
の
仕
事
は
、
多
く
の
お

客
様
の
命
を
預
か
り
、
安
全
確
保
と
時
間
厳
守
の
両
立

が
求
め
ら
れ
る
責
任
の
重
い
業
務
で
す
。
し
か
し
、
そ

の
業
務
負
担
に
見
合
っ
た
処
遇
が
十
分
に
確
保
さ
れ
て

い
る
と
は
言
い
切
れ
な
い
状
況
が
続
い
て
き
ま
し
た
。

特
に
地
方
の
路
線
バ
ス
事
業
は
慢
性
的
な
赤
字
体
質
に

あ
り
、
事
業
者
が
賃
金
や
労
働
条
件
の
改
善
に
踏
み
切

り
に
く
い
構
造
的
な
制
約
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
近
年
と
り
わ
け
注
目
さ
れ

て
い
る
の
が
、い
わ
ゆ
る
「
2
0
2
4
年
問
題
」
で
す
。

働
き
方
改
革
関
連
法
に
よ
り
、
バ
ス
運
転
士
に
も
時
間

外
労
働
の
上
限
規
制
が
本
格
的
に
適
用
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
運
転
士
の
健
康
確
保
や
長
時
間
労
働
の
是
正
と

い
う
点
で
は
前
進
で
あ
る
一
方
、
限
ら
れ
た
人
員
で
運

行
を
維
持
し
て
き
た
バ
ス
事
業
者
に
と
っ
て
は
大
き
な

制
約
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
各
地
で
減
便
や
路

線
廃
止
が
相
次
ぎ
、
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
そ
の

も
の
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

人
手
不
足
は
す
で
に
深
刻
な
段
階
に
あ
り
、
バ
ス
運

転
士
の
求
人
倍
率
は
全
職
種
平
均
を
大
き
く
上
回
る
水

準
で
推
移
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
事
業
者
が
運
転
士
不

足
を
理
由
に
運
行
計
画
の
見
直
し
を
迫
ら
れ
て
お
り
、

都
市
部
だ
け
で
な
く
地
方
に
お
い
て
も
、
住
民
の
移
動

手
段
が
失
わ
れ
る
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

Ⅰ  
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ス
業
界
を
取
り
巻
く
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働
環
境
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一
方
で
、
こ
う
し
た
課
題
に

対
応
す
る
動
き
も
徐
々
に
進
み

つ
つ
あ
り
ま
す
。
運
賃
改
定
の

促
進
に
よ
る
収
益
改
善
、
賃
金

の
引
き
上
げ
、
二
種
免
許
取
得

費
用
の
補
助
、
未
経
験
者
採
用

の
拡
大
、
高
齢
者
や
短
時
間
勤

務
者
の
活
用
な
ど
、
労
働
環
境

改
善
と
人
財
確
保
に
向
け
た
取

り
組
み
が
各
地
で
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
働
き
や
す
い
職

場
づ
く
り
を
評
価
・
可
視
化
す

る
制
度
の
導
入
に
よ
り
、
業
界

イ
メ
ー
ジ
の
改
善
を
図
る
動
き

も
見
ら
れ
ま
す
。

　

総
じ
て
、
バ
ス
業
界
の
労
働

環
境
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状

況
に
あ
り
ま
す
が
、単
な
る「
き

つ
い
仕
事
」
か
ら
「
持
続
可
能

な
公
共
交
通
を
支
え
る
専
門

職
」
へ
と
転
換
で
き
る
か
ど
う

か
が
、
今
後
の
大
き
な
分
岐
点

と
な
り
ま
す
。
労
働
環
境
の
改

善
と
公
共
交
通
の
維
持
を
両
立

さ
せ
る
た
め
に
は
、
事
業
者
の

努
力
だ
け
で
な
く
、
行
政
に
よ

る
支
援
や
社
会
全
体
の
理
解
が

不
可
欠
で
す
。

１
．
人
口
の
推
移
【
図
１
】

　

２
．
労
働
力
人
口
の
推
移
【
図
２
】

資料 ： 1990、2000、2020年は総務省統計局「労働力調査」、2025年、2040年は（独）労働政策研究・研修機構「労働力需給の推計―
労働力需給モデル（2018年度版）による将来推計―」。

 （注） 1． （　）内は構成比
 2． 表章単位未満の位で四捨五入してあるため、各年齢区分の合計と年齢計とは必ずしも一致しない。
 3． 2025年、2040年の推計値は、経済成長と労働参加が進むケース（各種の経済・雇用政策を適切に講ずることにより、経済成長

と、若者、女性、高齢者等の労働市場への参加が進むシナリオ）。
 4． 当該推計値は、「労働力調査」の2017年までの実績値を踏まえて推計しているのでご留意されたい。

1990年
（平成2年）

2000年
（平成12年）
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（令和2年）

2025年
（令和7年）
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（令和22年）
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日本の人口は近年減少局面を迎えている。2070年には総人口が9,000万人を割り込み、高齢化率
は39％の水準になると推計されている。

【図１】 日本の人口の推移

【図2】 労働力人口の推移

（出所）　2020年までの人口は総務省「国勢調査」、合計特殊出生率は厚生労働省「人口動態統計」、
 2025年以降は国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（令和5年推計）」（出生中位（死亡中位）推計）
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１
．
バ
ス
利
用
者
数
の
推
移

　

共
同
通
信（
2
0
2
6
年
1
月
11
日
配
信
）に
よ
る

と
、
47
都
道
府
県
の
乗
合
バ
ス
の
乗
客
数
を
30
年
間
で

比
較
す
る
と
、
28
道
県
で
50
％
以
上
減
っ
て
い
ま
す
。

公
共
イ
ン
フ
ラ
の
衰
退
は
、
高
齢
者
ら
交
通
弱
者
の
外

出
機
会
を
奪
う
な
ど
悪
影
響
を
及
ぼ
し
か
ね
ま
せ
ん
。

経
営
難
に
拍
車
が
か
か
り
、運
転
士
不
足
も
相
ま
っ
て
、

深
刻
さ
は
増
し
て
い
ま
す
。
専
門
家
は
「
事
業
者
任
せ

に
し
て
は
い
け
な
い
。
危
機
的
な
状
況
だ
」
と
警
鐘
を

鳴
ら
し
、
地
域
社
会
が
路
線
維
持
に
本
腰
を
入
れ
る
必

要
性
を
指
摘
し
て
い
ま
す
。【
図
3
】

　

全
国
の
乗
合
バ
ス
利
用
者
数
の
年
次
推
移
に
つ
い
て

は
、
2
0
1
5
年
度
か
ら
2
0
1
9
年
度
に
か
け
て
、

全
国
の
乗
合
バ
ス
利
用
者
数
は
お
お
む
ね
42
～
43
億
人

規
模
で
推
移
し
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
需
要
は
安
定

的
で
し
た
。

　

2
0
2
0
年
度
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
、
外
出
抑
制
や
通
勤
・
通
学
需
要
の

減
少
等
を
背
景
と
し
て
、
利
用
者
数
が 

約
31
億
人
ま

で
大
き
く
減
少
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、2
0
2
1
年
度
以
降
は
回
復
傾
向
に
転
じ
、

2
0
2
2
年
度
か
ら
2
0
2
4
年
度
に
か
け
て
は
36
〜

38
億
人
程
度
ま
で
回
復
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
2
0
2
4
年
度
の
利
用
者
数
は
、
コ
ロ
ナ

禍
前
の
2
0
1
9
年
度
水
準
（
約
42
・
6
億
人
）
に
は

な
お
届
い
て
お
ら
ず
、
全
国
ベ
ー
ス
で
は
回
復
途
上
の

状
況
に
あ
る
も
の
の
、
依
然
と
し
て

コ
ロ
ナ
禍
前
水
準
に
は
至
っ
て
い
な

い
状
況
で
す
。【
図
4
】

Ⅱ  
バ
ス
業
界
の
現
状
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※国土交通省（旧運輸省）の自動車輸送統計。1965～74年度は沖縄県を含まない
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【図3】 全国の乗り合いバス乗客数30年間の推移

【図4】 コロナ禍前後における全国の乗客数の推移（乗り合いバス）
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全
国
の
貸
切
バ
ス
利
用
者
数
の
年
次
推
移
に
つ
い
て

は
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
期
間
に
お
い
て
、
観
光
需
要
や
団

体
輸
送
、
企
業
・
学
校
等
の
行
事
需
要
を
背
景
に
、
全

国
の
貸
切
バ
ス
利
用
は
一
定
規
模
で
推
移
し
て
い
ま

し
た
。

　

し
か
し
、
2
0
2
0
年
度
以
降
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
観
光
需
要
の
消
失
、

団
体
旅
行
や
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
・
縮
小
等
が
相
次
ぎ
、

貸
切
バ
ス
の
利
用
者
数
は
大
幅
に
減
少
し
ま
し
た
。
特

に
、
移
動
制
限
や
行
動
自
粛
が
強
く
求
め
ら
れ
た
期
間

に
お
い
て
は
、
需
要
の
落
ち
込
み
が
顕
著
で
し
た
。

　

2
0
2
1
年
度
以
降
、
感
染
状
況
の
落
ち
着
き
や
行

動
制
限
の
緩
和
を
受
け
て
、
貸
切
バ
ス
の
利
用
は
徐
々

に
回
復
傾
向
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
直
近
年
度
に
お
い
て
も
、
貸
切
バ
ス
利
用

は
コ
ロ
ナ
禍
前
の
水
準
ま
で
は
回
復
し
て
お
ら
ず
、
全

国
的
に
は
回
復
途
上
の
状
況
に
あ
り
ま
す
。
特
に
、
団

体
旅
行
や
大
型
イ
ベ
ン
ト
需
要
に
つ
い
て
は
、
完
全
な

回
復
に
は
至
っ
て
い
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
貸

切
バ
ス
利
用
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
大
き
な
影
響
か
ら

回
復
基
調
に
は
あ
る
も
の
の
、
依
然
と
し
て
コ
ロ
ナ
禍

前
水
準
に
は
届
い
て
い
な
い
状
況
で
す
。【
図
5
】

２
．
バ
ス
事
業
者
数
と
総
走
行
キ
ロ（
路
線
数
の
代
替
）

　

日
本
の
バ
ス
事
業
で
は
、
地
域
公
共
交
通
を
支
え
る

観
点
か
ら
事
業
者
数
は
一
定
程
度
維
持
さ
れ
て
い
る
一

方
、
輸
送
人
員
は
人
口
減
少
や
自
家
用
車
依
存
の
進
行

等
を
背
景
に
、長
期
的
な
減
少
傾
向
が
続
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
運
行
路
線
数
や
総
走
行
キ
ロ
に
つ
い
て

も
縮
小
が
進
ん
で
お
り
、
特
に
地
方
部
を
中
心
に
、
路

線
網
の
集
約
や
運
行
本
数
の
削
減
が
恒
常
化
し
て
い

る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
結
果
、
事
業
者
数
が
維
持
さ
れ
て
い
て
も
、
１

事
業
者
あ
た
り
が
担
う
路
線
規
模
や
走
行
量
は
縮
小

し
、輸
送
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
密
度
は
低
下
し
て
い
ま
す
。

輸
送
人
員
の
減
少
に
加
え
、
総
走
行
キ
ロ
の
減
少
は
運

賃
収
入
機
会
の
減
少
を
意
味
し
、
１
事
業
者
あ
た
り
の

採
算
性
は
継
続
的
に
悪
化
し
て
い
ま
す
。
採
算
性
の
悪

化
に
対
し
、
事
業
者
は
減
便
や
不
採
算
路
線
の
廃
止
と

い
っ
た
対
応
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
よ
り
総

走
行
キ
ロ
が
さ
ら
に
減
少
し
、
利
便
性
の
低
下
を
通
じ

て
利
用
者
離
れ
を
招
く
と
い
う
負
の
循
環
が
生
じ
て
い

ま
す
。
す
な
わ
ち
、
輸
送
人
員
の
減
少
と
総
走
行
キ
ロ

の
縮
小
が
相
互
に
影
響
し
合
い
な
が
ら
、
事
業
規
模
の

漸
進
的
縮
小
が
進
行
し
て
い
ま
す
。

　

加
え
て
、
2
0
2
4
年
に
施
行
さ
れ
た
自
動
車
運
転

業
務
に
係
る
労
働
時
間
規
制
の
強
化
に
よ
り
、
運
転
士

不
足
が
経
営
上
の
課
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、
運
行
計
画
そ

の
も
の
を
制
約
す
る
要
因
と
し
て
顕
在
化
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
需
要
減
少
に
対
応
し
た
自
主
的
な
路
線

整
理
に
加
え
、
人
財
制
約
を
理
由
と
す
る
減
便
・
路
線

廃
止
が
重
な
り
、
総
走
行
キ
ロ
、
輸
送
人
員
、
事
業
規

模
の
縮
小
が
同
時
進
行
す
る
構
造
的
課
題
が
一
層
深

ま
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
現
在
の
バ
ス
事
業
を
巡
る
課
題
は
、

単
な
る
一
時
的
な
需
要
減
少
で
は
な
く
、
輸
送
人
員
・

総
走
行
キ
ロ
・
人
財
制
約
が
相
互
に
連
動
す
る
構
造
問

題
で
あ
り
、
路
線
の
効
率
化
や
集
約
に
加
え
、
持
続
可

能
な
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
に
向
け
た
制
度
的
・

財
政
的
支
援
の
在
り
方
が
改
め
て
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

【
図
6
】

【図5】 コロナ禍前後における全国の乗客数の推移（貸切バス）
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【図6】 コロナ禍前後における全国の乗客数の推移（貸切バス）
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１
．�

西
日
本
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
バ
ス
株

式
会
社　

概
要

　

西
日
本
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
バ
ス
株
式

会
社
は
、
省
営
バ
ス（
旧
鉄
道
省
）
お

よ
び
国
鉄
バ
ス
の
流
れ
を
受
け
継
ぎ
、

国
鉄
分
割
民
営
化
後
の
1
9
8
8
年

（
昭
和
63
年
）
３
月
１
日
に
、
西
日
本

旅
客
鉄
道
株
式
会
社
か
ら
分
社
し
て

設
立
さ
れ
、
同
年
４
月
１
日
よ
り
営

業
を
開
始
し
ま
し
た
。
本
社
は
大
阪

市
に
所
在
し
、
近
畿
地
方
お
よ
び
北

陸
地
方
を
営
業
基
盤
と
し
て
、
２
支

店
・
６
営
業
所
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

　

事
業
内
容
は
、
高
速
路
線
お
よ
び

一
般
路
線
の
乗
合
バ
ス
事
業
を
中
心

に
、
貸
切
バ
ス
事
業
を
併
せ
て
展
開

し
て
い
ま
す
。
都
市
圏
お
よ
び
都
市

間
輸
送
を
主
な
対
象
と
し
、
鉄
道
輸

送
を
補
完
す
る
公
共
交
通
機
関
と
し

て
の
役
割
を
担
う
と
と
も
に
、
観
光
・

団
体
輸
送
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
バ
ス
事
業
に
関
連
し
て
、

駐
車
場
業
や
自
社
用
地
の
開
発
事
業

な
ど
も
手
掛
け
て
い
ま
す
。【
図
7
】

Ⅲ  
西
日
本
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
バ
ス
と
Ｊ
Ｒ
バ
ス
中
国
の
概
要

2
．�

西
日
本
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
バ
ス
株
式
会
社
の

北
野
社
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　

日　

時　

2
0
2
6
年
4
月
28
日（
火
）

　

場　

所　

�

西
日
本
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
バ
ス

株
式
会
社

　

訪
問
者　

�

J
R
西
労
組
中
央
本
部　

川

端
書
記
長
、
石
田
原
企
画
・

政
策
部
長
、
西
日
本
J
R
バ

ス
地
方
本
部　

矢
田
執
行
委

員
長

　

対
応
者　

北
野
社
長
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損
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656
636 
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【図7】 西日本ジェイアールバスの社員数と収益・損益の推移

左から矢田執行委員長（西日本JRバス地本）、北野社長、川端書記長（中央本部）、
石田原企画・政策部長（中央本部）
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は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
そ
れ
だ
け
で
は

な
く
、
お
客
様
の
心

に
寄
り
添
っ
た
一
歩

進
ん
だ
接
客
サ
ー
ビ

ス
や
、
快
適
と
感
じ

ら
れ
る
設
備
の
整
備

な
ど
、
お
客
様
目
線

の
サ
ー
ビ
ス
に
取
り

組
む
こ
と
で
、
お
客

様
か
ら
選
ば
れ
る
バ

ス
会
社
と
な
る
よ
う

努
め
て
い
ま
す
。　

　

次
に
社
員
・
求
職
者
目
線
で
す
。
当
社
の
企
業
理
念

の
第
4
項
に
は
「
私
た
ち
は
、
一
人
ひ
と
り
の
個
性
を

尊
重
し
、
心
身
と
も
に
健
康
に
、
長
く
活
躍
で
き
る
企

業
を
つ
く
り
ま
す
」
と
掲
げ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
社

員
の
皆
様
が
安
心
し
て
長
く
働
き
続
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
待
遇
改
善
や
働
き
方
改
革
、
福
利
厚
生
の
充

実
や
健
康
管
理
の
徹
底
な
ど
、
様
々
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
成
果
に
よ
っ
て
昨
年

度
も
多
く
の
仲
間
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

バ
ス
業
界
は
「
人
手
不
足
で
休
め
な
い
」「
長
時
間

労
働
で
大
変
そ
う
」
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
を
お
持
ち
の

方
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
当
社

で
は
、
自
動
車
運
転
者
の
労
働
時
間
等
の
改
善
の
た
め

の
基
準
（
改
善
基
準
）
な
ど
の
、
法
規
制
を
上
回
る
勤

務
制
度
や
、
充
実
し
た
休
憩
施
設
、
効
率
的
な
乗
務
行

路
の
行
路
編
成
な
ど
、
待
遇
以
外
に
も
働
き
や
す
い
環

境
を
整
備
し
て
い
る
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

　

求
職
者
が
当
社
を
選
ん
で
い
た
だ
く
理
由
と
し
て

も
、こ
う
し
た
働
き
や
す
さ
が
多
く
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、

こ
れ
ら
は
労
使
で
十
分
に
議
論
を
し
た
成
果
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
J
R
西
日
本
グ
ル
ー
プ
の
一
員
と
し
て
の

魅
力
で
す
。
昨
年
度
は
大
阪
・
関
西
万
博
の
成
功
に
向

け
て
、
J
R
桜
島
駅
・
う
め
き
た
か
ら
万
博
会
場
間
で

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
輸
送
を
行
い
ま
し
た
。
大
阪
府
内
に
一

般
路
線
を
持
た
な
い
当
社
が
運
行
す
る
に
あ
た
っ
て

は
、
他
社
か
ら
バ
ス
を
賃
借
す
る
こ
と
や
、
高
速
バ
ス

を
他
社
に
持
ち
替
え
る
な
ど
、
多
く
の
調
整
が
必
要
と

な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
J
R
西
日
本
グ
ル
ー
プ
の
一
員
と

し
て
、
ま
た
J
R
西
日
本
グ
ル
ー
プ
の
バ
ス
会
社
と
し

て
桜
島
駅
万
博
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
に
参
画
す
る
判
断
を
行

い
、
無
事
輸
送
を
完
遂
す
る
こ
と
で
、
グ
ル
ー
プ
の
プ

レ
ゼ
ン
ス
向
上
に
貢
献
で
き
た
ほ
か
、
社
員
の
誇
り
や

【「
西
日
本
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
バ
ス
株
式
会
社
の
魅
力
」
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
】

北
野　

ま
ず
ご
利
用

者
目
線
で
は
、「
安
全

を
最
優
先
と
し
た
安

心
で
快
適
な
輸
送

サ
ー
ビ
ス
」
が
最
大

の
魅
力
と
考
え
て
い

ま
す
。
当
社
の
主
力

で
あ
る
高
速
バ
ス
を

ご
利
用
い
た
だ
く
と
、

駅
直
結
の
バ
ス
乗
り

場
か
ら
、
上
質
な
車
両
シ
ー
ト
を
搭
載
し
た
車
両（
当

社
独
自
の「
ク
レ
イ
ド
ル
シ
ー
ト
」）
で
、
充
実
し
た
車

内
設
備
を
活
用
い
た
だ
き
な
が
ら
、
目
的
地
ま
で
ご
移

動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、
貸
切
バ
ス
で
は
能
登
・

北
陸
の
魅
力
発
信
を
目
的
に
運
行
さ
れ
た
観
光
列
車

「
花
嫁
の
れ
ん
」
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
踏
襲
し
た
車
両
な

ど
、
多
様
な
タ
イ
プ
の
車
両
を
ご
用
意
し
て
オ
ー
ダ
ー

メ
イ
ド
の
旅
を
ご
提
案
し
て
い
ま
す
。
ま
た
一
般
路
線

バ
ス
で
は
国
鉄
バ
ス
か
ら
長
い
間
、
地
域
住
民
の
足
と

し
て
、
地
域
の
お
客
様
に
親
し
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

当
社
は
、
企
業
理
念
の
第
2
項

に「
私
た
ち
は
、お
客
さ
ま
の
立

場
で
考
え
、
お
客
さ
ま
に
感
動
い

た
だ
け
る
、
心
の
こ
も
っ
た
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
」
と
掲
げ
て

い
ま
す
。「
バ
ス
輸
送
の
プ
ロ
」

と
し
て
、
運
転
技
術
を
磨
く
こ
と

独自のクレイドルシート

西日本ジェイアールバス（株） 北野社長
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し
ま
し
た
。

　

2
0
2
4
年
度
か
ら
は
、
当
社
が
世
の
中
に
存
在
す

る
限
り
、決
し
て
変
わ
る
こ
と
の
な
い
「
当
社
の
決
意
」

と
し
て
「
人
を
死
傷
さ
せ
る
事
象
は
絶
対
に
発
生
さ
せ

な
い
」
こ
と
を
掲
げ
た
新
計
画
「“
死
傷
事
故
ゼ
ロ
”

の
取
組
み
」
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

急
速
な
環
境
変
化
や
技
術
進
歩
に
対
応
し
た
取
り
組

み
を
実
行
し
効
果
を
検
証
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
5

カ
年
計
画
か
ら
1
カ
年
の
計
画
と
す
る
と
と
も
に
、
死

傷
事
故
に
つ
な
が
る
危
険
性
の
高
い
事
象
を
6
つ
の
類

型
【
図
８
】
に
分
類
し
、
そ
の
防
止
に
全
員
の
意
識
と

力
を
集
中
で
き
る
よ
う
に
、
事
故
区
分
の
見
直
し
も
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
一
歩
間
違
え
ば
死
傷
に
つ
な
が
る

可
能
性
が
あ
っ
た

が
、
そ
こ
に
は
至
ら

な
か
っ
た
事
象
を

「
共
有
事
象
」
と
し

て
新
た
に
定
義
を
行

い
、
全
社
的
に
発
生

事
象
や
対
策
を
共
有

す
る
取
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
効
果
的

な
情
報
共
有
を
行
う

た
め
に
、
当
社
で
は

「
映
像
に
よ
る
情
報

共
有
」
を
行
っ
て
い

ま
す
。
当
社
が
映
像

を
共
有
す
る
目
的

は
、
個
人
の
運
転
を

各
バ
ス
会
社
と
の
連
携
な
ど
、
当
社
の
新
た
な
レ
ガ

シ
ー
と
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

【「
西
日
本
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
バ
ス
株
式
会
社
の
課
題
」
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
】

北
野　

運
輸
業
界
共
通
の
課
題
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ま

ず
は
「
更
な
る
安
全
性
の
向
上
」
で
す
。
当
社
は

2
0
1
9
年
度
か
ら
2
0
2
3
年
度
ま
で
の
5
年
間
、

「
安
全
考
動
計
画
2
0
2
3
」
に
基
づ
き
、
過
去
の
大

き
な
事
故
か
ら
得
ら
れ
た
教
訓
を
も
と
に
定
め
た
基
本

動
作
「
発
車
時
の
視
差
確
認
」、「
車
間
距
離
の
確

保
」、「
左
折
時
の
一
旦
停
止
」
の
実
行
や
報
告
し
や

す
い
環
境
の
醸
成
を
進
め
、
着
実
に
取
り
組
み
が
浸
透

監
視
す
る
こ
と
で
は
な
く
、「
自
分
一
人
で
気
づ
け
な

か
っ
た
危
険
」
を
共
有
し
、
蓄
積
す
る
こ
と
に
あ
り
ま

す
。「
映
像
に
守
ら
れ
、
映
像
か
ら
学
ぶ
」
サ
イ
ク
ル

を
回
し
続
け
、
安
全
意
識
を
向
上
さ
せ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
設
備
や
車
両
の
面
で
は
、
運
転
士
の
健
康
状

態
に
起
因
す
る
事
故
の
発
生
確
率
を
低
減
す
る
た
め
、

I
T
点
呼
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
拡
大
す
る
ほ
か
、
高
速

車
両
や
貸
切
車
両
に
お
い
て
も
、
最
新
の
安
全
装
備
を

有
す
る
先
進
安
全
自
動
車
（
A
S
V
）
の
導
入
を
計
画

的
に
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
一

人
ひ
と
り
が
基
本
動
作
を
確
実
に
実
行
し
、
確
認
及
び

連
絡
を
徹
底
す
る
こ
と
こ
そ
が
、
安
全
の
確
保
に
お
い

て
最
も
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
バ
ス
業
界
共
通
の
課
題
で
す
が
、
人
財
確
保

は
当
社
と
し
て
も
重
要
な
課
題
で
す
。
こ
れ
ま
で
社
員

の
皆
様
が
安
心
し
て
長
く
働
き
続
け
ら
れ
る
よ
う
な
環

境
を
整
備
し
て
、採
用
競
争
力
を
強
化
す
る
た
め
、ベ
ー

ス
ア
ッ
プ
の
実
施
、
賞
与
月
数
の
引
上
げ
や
福
利
厚
生

の
充
実
な
ど
、
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
た
結
果
、
コ

ロ
ナ
禍
で
の
大
量
離
職
は
下
げ
止
ま
り
傾
向
に
あ
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
新
規
採
用
者
も
昨
年
度
は

増
え
ま
し
た
が
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
で
回
復
し
た
ご
利

用
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
す
る
た
め
に
は
、
十
分
な
運
転
士

数
を
確
保
で
き
て
い
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
社
員
の
皆

様
に
は
厳
し
い
要
員
状
況
で
最
大
限
の
運
行
に
ご
協
力

い
た
だ
い
て
お
り
、
大
変
感
謝
し
て
い
る
と
と
も
に
、

今
後
も
継
続
的
な
待
遇
改
善
や
採
用
活
動
の
強
化
に
取

り
組
み
、
人
財
の
確
保
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

【図9】 人を死傷させる可能性が高い6類型
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そ
の
た
め
に
は
、
社
員
一
人
ひ
と
り
が
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
で
、
バ
ス
輸
送
の
プ
ロ
と
し
て
力
を
発
揮
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
今
後
も
安
心
し
て
長

く
活
躍
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
よ
り
一
層
の
働
き
が

い
向
上
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
J
R
西
日
本
グ
ル
ー
プ
の
一
員
と
し
て
、
引

き
続
き
、
人
と
ま
ち
を
つ
な
ぎ
、
心
を
動
か
す
出
会
い

や
感
動
を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【「
労
働
組
合
（
J
R
西
労
組
）
に
求
め
る
こ
と
」
に
つ

い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
】

北
野　

J
R
西
労
組
（
西
日
本
J
R
バ
ス
地
方
本
部
）

の
組
合
員
の
皆
様
に
は
、
安
全
を
最
優
先
に
、
自
ら
の

健
康
管
理
に
努
め
な
が
ら
日
々
の
業
務
に
ご
尽
力
い
た

だ
い
て
い
る
こ
と
や
、
厳
し
い
要
員
状
況
の
中
で
最
大

限
の
運
行
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
、
大
変

感
謝
し
て
い
ま

す
。

　

西
日
本
J
R

バ
ス
地
方
本
部

か
ら
は
、
総
合

労
働
協
約
改
訂

交
渉
や
春
季
労

使
交
渉
な
ど
、

各
種
交
渉
の
中

で
「
人
財
へ
の

投
資
は
会
社
の

成
長
投
資
」
と

伺
っ
て
お
り
、

会
社
と
し
て
も

　

ま
た
、「
将
来
に
向
け
た
経
営
の
安
定
化
」
も
J
R

バ
ス
と
し
て
重
要
な
課
題
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
J
R
西

日
本
か
ら
緊
急
に
実
施
し
た
借
入
金
は
、
昨
年
度
末
を

も
っ
て
完
済
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
自
立
し
た

経
営
の
確
立
に
向
け
て
は
、
J
R
西
日
本
か
ら
受
託
し

た
駅
前
整
理
場
事
業
の
利
益
を
除
い
て
、
バ
ス
事
業
の

み
で
の
黒
字
化
を
達
成
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

2
0
2
6
年
度
は
万
博
開
催
に
よ
る
効
果
が
な
く
な

る
こ
と
か
ら
、
利
益
水
準
が
一
旦
下
が
る
と
考
え
て
い

ま
す
が
、
イ
ー
ル
ド
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
対
象
路
線
の
拡

大
や
イ
ン
バ
ウ
ン
需
要
の
取
り
組
み
、
大
阪
北
営
業
所

跡
地
の
開
発
効
果
を
最
大
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

2
0
2
7
年
度
に
は
バ
ス
事
業
単
体
で
の
黒
字
化
達
成

を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【「
西
日
本
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
バ
ス
株
式
会
社
の
今
後
の
展

望
」
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
】

北
野　

2
0
2
6
年
度
は
、
こ
こ
数
年
の
追
い
風
と

な
っ
て
い
た
万
博
に
関
連
す
る
増
収
効
果
が
な
く
な

り
、
一
方
で
、
運
転
士
不
足
や
物
価
高
騰
な
ど
厳
し
い

経
営
環
境
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
中
東
情
勢
悪
化
に
よ
る
エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
の

調
達
や
、
格
安
系
の
高
速
バ
ス
と
の
競
争
も
、
注
視
す

る
べ
き
課
題
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
中
で
は

あ
り
ま
す
が
、
万
博
輸
送
へ
参
画
す
る
こ
と
で
得
ら
れ

た
経
験
を
会
社
の
レ
ガ
シ
ー
と
し
て
、
引
き
続
き
「
安

全
・
安
心
な
輸
送
」
の
提
供
を
大
前
提
と
し
て
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
旅
客
を
対
象
と
し
た
販
売
強
化
や
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
行
い
、「
お
客
様
か
ら
選
ば
れ
る
サ
ー
ビ
ス
」

を
お
届
け
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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重
要
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
限
ら
れ
た
経
営
資
源
の
中

で
す
の
で
、
す
べ
て
の
要
求
に
お
応
え
し
き
れ
て
い
な

い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
う
し
た
考
え
の
も
と
、

会
社
と
し
て
も
社
員
の
働
き
が
い
の
向
上
や
離
職
防

止
、
採
用
競
争
力
に
繋
が
る
取
り
組
み
を
行
い
、
組
合

員
一
人
ひ
と
り
の
多
大
な
る
ご
尽
力
や
貢
献
に
報
い
た

い
と
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

引
き
続
き
、
健
全
な
労
使
関
係
と
揺
る
ぎ
な
い
信
頼

関
係
の
も
と
、
会
社
の
発
展
と
組
合
員
の
幸
福
の
実
現

に
向
け
て
、
組
合
員
の
声
に
耳
を
傾
け
て
い
た
だ
き
、

労
働
組
合
で
吸
い
上
げ
て
い
た
だ
い
た
現
場
の
声
を
、

会
社
ま
で
届
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【図９】 JRバス中国の社員数と収益・損益の推移

３
．
Ｊ
Ｒ
バ
ス
中
国
株
式
会
社　

概
要

　

Ｊ
Ｒ
バ
ス
中
国
株
式
会
社
は
、
省
営

バ
ス
（
旧
鉄
道
省
）
お
よ
び
国
鉄
バ
ス

の
流
れ
を
受
け
継
ぎ
、
国
鉄
分
割
民
営

化
後
の
1
9
8
8
年
（
昭
和
63
年
）
３

月
２
日
に
、
西
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会

社
の
出
資
に
よ
り
、
中
国
ジ
ェ
イ
ア
ー

ル
バ
ス
株
式
会
社
と
し
て
設
立
さ
れ
、

同
年
４
月
１
日
よ
り
営
業
を
開
始
し
ま

し
た
。
本
社
は
広
島
市
に
所
在
し
、
中

国
地
方
を
営
業
基
盤
と
し
て
、
複
数
の

支
店
お
よ
び
営
業
所
を
配
置
し
て
い

ま
す
。

　

事
業
内
容
は
、
高
速
路
線
お
よ
び
一

般
路
線
の
乗
合
バ
ス
事
業
を
中
心
に
、

貸
切
バ
ス
事
業
を
併
せ
て
展
開
し
て
い

ま
す
。
中
国
地
方
に
お
け
る
都
市
間
輸

送
や
地
域
交
通
の
確
保
を
担
い
、
鉄
道

輸
送
を
補
完
す
る
公
共
性
の
高
い
事
業

を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
近
年
は
経
営

環
境
の
変
化
に
対
応
し
、
一
般
路
線
の

集
約
や
再
編
を
進
め
る
一
方
、
高
速
バ

ス
事
業
を
重
要
な
柱
と
し
て
位
置
付
け

て
い
ま
す
。
な
お
、
２
０
２
４
年
（
令

和
６
年
）
９
月
１
日
付
で
社
名
を
Ｊ
Ｒ

バ
ス
中
国
株
式
会
社
に
変
更
し
、
現
在

に
至
っ
て
い
ま
す
。【
図
９
】

800

700

600

500

400

300

200

100

0

年度

2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

社
員
数（
人
）

営
業
収
益
と
損
益（
百
万
円
）

8,000

7,000

6,000

5,000

4,000

3,000

2,000

1,000

0

－1,000

－2,000

－3,000

社員数 営業収益 営業損益

34725591

▲217

254202279300

6,655 6,485 6,548
6,943

6,422

3,435

4,369

5,140

5,939
6,148

6,644

▲702

▲1,408
▲1,905

470 473 466 476 481 498 497
465

435
394 398

左 ： 川端書記長
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【「
Ｊ
Ｒ
バ
ス
中
国
株
式
会
社
の
魅
力
と
特
徴
」
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
】

酒
井　

Ｊ
Ｒ
バ
ス
グ
ル
ー
プ
の
特
徴
と
し
て
、
全
国
各

地
へ
広
が
る
路
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ
り
ま
す
。
乗
り

継
げ
ば
日
本
の
広
い
範
囲
に
た
ど
り
着
け
ま
す
。
そ
の

中
で
も
当
社
は
「
東
京
～
大
阪
間
」
の
よ
う
な
非
常
に

輸
送
重
要
の
大
き
い
路
線
を
持
た
な
い
一
方
、
広
島
と

島
根
を
拠
点
に
、
東
京
、
名
古
屋
、
京
都
、
大
阪
、
岡

山
、
高
松
、
浜
田
、
山
口
、
福
岡
と
、
多
方
面
に
路
線

を
展
開
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
点
に
魅
力
を
感
じ
る
と

と
も
に
「
Ｊ
Ｒ
バ
ス
な
ら
で
は
の
車
両
を
運
転
し
た

い
」
と
い
う
思
い
で
入
社
し
て
き
た
社
員
が
た
く
さ
ん

い
ま
す
。

　

事
業
構
造
と
し
て
は
、
貸
切
の
収
入
割
合
が
高
い
の

も
大
き
な
特
徴
で
す
。
業
界
に
お
け
る
過
去
の
事
故
へ

の
対
応
か
ら
、
貸
切
は
し
っ
か
り
し
た
運
行
管
理
・
教

育
体
制
が
求
め
ら
れ
、
安
売
り
が
で
き
な
い
な
ど
規
制

が
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
逆
に
言
え
ば
稼
働

さ
え
す
れ
ば
着
実
に
利
益
が
上
が
る
わ
け
で
、そ
の
点
、

広
島
地
区
は
宮
島
や
平
和
公
園
と
い
っ
た
世
界
中
か
ら

多
く
の
方
が
訪
れ
る
ス
ポ
ッ
ト

が
あ
り
、
年
間
を
通
じ
て
多
く

の
ご
用
命
を
頂
い
て
お
り
、
大

変
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。

　

人
材
確
保
の
面
で
は
、
や
っ

と
2
0
2
4
年
度
途
中
か
ら
減

少
が
止
ま
り
、
最
近
は
応
募
も

増
え
て
き
ま
し
た
。
募
集
範
囲

を
広
げ
た
こ
と
も
あ
り
、
大
型

二
種
免
許
を
持
っ
て
い
な
い
、

４
．
Ｊ
Ｒ
バ
ス
中
国
の
酒
井
社
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
　
　

日　

時

2
0
2
6
年
4
月
22
日（
水
）

　
　
　
　
　
　
　

17
:
00
～
18
:
00

　
　
　

場　

所

J
R
バ
ス
中
国
株
式
会
社　

本

社
応
接
室

　
　
　

訪
問
者

J
R
西
労
組
中
央
本
部　

川
端

書
記
長
、
石
田
原
中
央
執
行
委

員
、
中
国
J
R
バ
ス
地
方
本
部

　

友
景
執
行
委
員
長

　
　
　

対
応
者　

酒
井
社
長

持
っ
て
い
て
も
バ

ス
の
運
転
経
験
が

な
い
方
が
増
え
て

き
て
い
ま
す
。

　

以
前
は
、
車
両

の
大
き
さ
に
慣
れ

る
た
め
、
比
較
的

コ
ン
パ
ク
ト
な
一

般
路
線
バ
ス
に
始

ま
り
、
お
客
様
対

応
の
経
験
も
積
ん

で
か
ら
、
大
型
の

高
速
・
観
光
バ
ス
に
乗
務
す
る
と
い
う
育
成
ル
ー
ト
で

し
た
。
し
か
し
こ
れ
で
は
、
岡
山
や
島
根
の
よ
う
に
高

速
バ
ス
路
線
し
か
な
い
支
店
に
は
直
ぐ
に
配
属
で
き
ず

「
希
望
し
た
勤
務
地
に
い
つ
行
け
る
か
わ
か
ら
な
い
」

と
い
っ
た
声
が
あ
り
ま
し
た
。
現
在
で
は
育
成
ル
ー
ト

を
見
直
し
、
速
や
か
に
現
地
配
属
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。

【「
貸
切
の
受
注
状
況
に
つ
い
て
」お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
】

酒
井　

2
0
2
3
年
６
月
末
の
豪
雨
の
影
響
で
、
山
陰

線
と
美
祢
線
の
災
害
代
行
が
同
７
月
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。
Ｊ
Ｒ
西
日
本
グ
ル
ー
プ
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す

と
い
う
こ
と
で
、
当
時
は
山
口
支
店
以
外
だ
け
で
は
な

く
広
島
や
他
の
支
店
か
ら
も
応
援
部
隊
を
出
し
、
一
時

は
貸
切
収
入
の
１
/
３
強
を
占
め
て
い
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
山
陰
線
の
代
行
が
2
0
2
5
年
９
月
26
日

を
も
っ
て
終
了
し
た
こ
と
も
あ
り
、
一
般
貸
切
の
割
合

が
８
割
を
超
え
て
い
ま
す
。

左から石田原企画・政策部長（中央本部）、川端書記長（中央本部）、酒井社長、
友景執行委員長（中国JRバス地本）

JRバス中国（株） 酒井社長
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【「
今
後
の
展
望
」
を
教
え
て
く
だ
さ
い
】

酒
井　

今
後
の
展
望
と
し
て
は
、
あ
ら
た
め
て
お
客
様

一
人
ひ
と
り
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
す
る
こ
と
か
ら

始
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
お
客
様
の
要
望
や
利
用
傾
向
、
そ
も
そ
も

属
性
す
ら
掴
め
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
情
報
を
し
っ

か
り
蓄
積
・
活
用
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

一
環
と
し
て
Ａ
Ｉ
の
活
用
も
始
め
て
お
り
、
お
客
様
か

ら
の
お
問
い
合
わ
せ
内
容
か
ら
、
お
客
様
に
と
っ
て
分

か
り
づ
ら
い
こ
と
を
抽
出
し
、「
お
客
様
の
声
」
の
中

か
ら
、
私
ど
も
が
未
だ
捉
え
き
れ
て
い
な
い
お
客
様
の

期
待
を
掴
む
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
一
部
の
路

線
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
ご
利
用
実
績
な
ど
の
デ
ー
タ
を

基
に
、
よ
り
適
正
な
運
賃
設
定
を
行
う
仕
組
み
を
導
入

し
ま
し
た
。

　

今
後
は
こ
う
し
た
デ
ー
タ
活
用
を
さ
ら
に
進
め
る
こ

と
で
、
収
益
性
と
サ
ー
ビ
ス
の
両
立
を
図
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
規
路
線
へ
の
挑
戦
を

進
め
な
が
ら
、
お
客
様
へ
の
「
お
も
て
な
し
」
の
質
を

高
め
、
Ｊ
Ｒ
バ
ス
の
ブ
ラ
ン
ド
認
知
度
向
上
に
も
注
力

し
て
い
き
ま
す
。

　

一
方
で
販
売
面
に
お
い
て
は
、
現
在
、
楽
天
な
ど
の

外
部
サ
イ
ト
経
由
で
の
購
入
が
多
く
、
売
上
の
約
10
％

が
手
数
料
と
し
て
差
し
引
か
れ
て
い
る
状
況
で
す
。

　

今
後
は
、
Ｊ
Ｒ
バ
ス
グ
ル
ー
プ
の
販
売
チ
ャ
ン
ネ
ル

で
あ
る
「
高
速
バ
ス
ネ
ッ
ト
」
に
直
接
誘
導
す
る
こ
と

で
、収
益
改
善
も
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
多
く
の
バ
ス
の
お
客
様
は
、
目
的
地
ま
で

早
く
、
極
力
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
交
通
手
段
は
ど
こ
か
で

選
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
う
い
っ
た
中
に
お
い

バ
ー
と
い
う
職
業
は

社
会
的
な
責
任
が
非

常
に
大
き
い
一
方

で
、
近
年
は
そ
の
位

置
づ
け
や
評
価
が
低

下
し
て
い
る
側
面
も

あ
り
、
人
財
確
保
が

難
し
く
な
っ
て
い
る

状
況
で
す
。
当
社
の
乗
務
員
の
平
均
年
齢
は
47
歳
と
、

バ
ス
業
界
の
中
で
は
比
較
的
若
い
水
準
で
は
あ
り
ま
す

が
、
そ
れ
で
も
将
来
を
見
据
え
る
と
安
定
的
な
人
財
確

保
が
大
き
な
課
題
で
す
。
ま
た
、
技
術
面
で
は
自
動
運

転
へ
の
対
応
も
重
要
な
テ
ー
マ
で
す
。
当
社
で
は
Ｊ
Ｒ

西
日
本
と
連
携
し
、
自
動
運
転
に
関
す
る
実
証
実
験
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

輸
送
の
在
り
方
に
つ
い
て
も
見
直
し
が
求
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
。
美
祢
線
の
よ
う
な
輸
送
規
模
で
あ
れ
ば
、

バ
ス
で
あ
っ
て
も
運
賃
収
入
の
み
で
の
維
持
は
厳
し

く
、現
在
の
補
助
制
度
等
の
適
切
な
活
用
は
も
ち
ろ
ん
、

様
々
な
工
夫
が
必
要
と
考
え
ま
す
。
自
動
運
転
に
つ
い

て
も
、
一
定
の
条
件
の
下
で
導
入
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
日
本
に
お
い
て
は
、

事
故
な
ど
何
か
事
象
が
発
生
し
た
場
合
、
運
行
側
に
責

任
が
厳
し
く
問
わ
れ
る
傾
向
に
あ
り
、
技
術
と
世
論
の

成
熟
も
待
た
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

全
く
私
見
で
す
が
、
高
速
道
路
は
一
般
道
と
違
っ
て

信
号
が
な
く
、
歩
行
者
や
自
転
車
も
い
な
い
の
で
、
工

夫
の
仕
方
で
自
動
運
転
の
技
術
が
活
か
せ
る
の
で
は

な
い
か
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
海
外
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
と
の
年
間
契
約
が
獲
得

で
き
、
ほ
ぼ
毎
日
１
台
の
運
行
を
継
続
し
て
お
り
、
今

年
の
４
月
は
１
日
２
～
３
台
運
行
す
る
日
が
あ
る
な

ど
、
大
き
な
収
益
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
今
後
の
競
争
環
境
に
つ
い
て
も
注
視
が
必

要
で
す
。
2
0
2
6
年
9
月
頃
か
ら
、
広
島
地
区
に
お

い
て
過
去
に
貸
切
事
業
を
行
っ
て
い
た
他
社
が
再
参
入

す
る
見
込
み
と
聞
い
て
お
り
、
受
注
競
争
の
激
化
が
想

定
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
つ
い
て
は
、
2
0
2
0
年
頃
以
降
、
貸
切
需

要
が
大
幅
に
減
少
し
た
こ
と
か
ら
、
当
初
は
保
有
車
両

46
両
を
30
両
ま
で
削
減
す
る
計
画
も
検
討
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
需
要
回
復
を
見
据
え
、
年
間
約
30
万
円
の

車
検
費
用
や
保
険
料
の
負
担
を
継
続
し
な
が
ら
減
車
を

行
わ
ず
、
車
両
規
模
を
維
持
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
感
染
症
の
分
類
が
5
類
へ
と
移
行
し
需

要
が
回
復
し
た
現
在
に
お
い
て
は
、
車
両
不
足
に
悩
む

他
社
も
見
ら
れ
る
中
で
、
当
社
は
貸
切
需
要
に
対
応
で

き
る
体
制
を
確
保
で
き
て
い
ま
す
。
な
お
、
こ
う
し
た

厳
し
い
時
期
を
乗
り
越
え
ら
れ
た
背
景
に
は
、
関
連
事

業
に
よ
る
家
賃
収
入
の
下
支
え
も
あ
り
ま
し
た
が
、
状

況
が
さ
ら
に
長
期
化
し
て
い
れ
ば
、
経
営
的
に
厳
し
い

局
面
を
迎
え
て
い
た
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

【「
今
後
の
課
題
」
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。】

酒
井　

現
在
の
最
大
の

課
題
は
、
運
転
士
の
確

保
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
ま
す
。
バ
ス
ド
ラ
イ

川端書記長
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て
も
、
快
適
性
や
付
加
価
値
で
選
ば
れ
る
よ
う
な
努
力

も
必
要
で
す
。

　

Ｊ
Ｒ
西
日
本
グ
ル
ー
プ
の
強
み
を
活
か
し
た
取
り
組

み
と
し
て
、「
W
E
S
T
E
R
ポ
イ
ン
ト
」
を
活
用
し

た
商
品
企
画
な
ど
を
検
討
し
て
お
り
、
よ
り
多
く
の
お

客
様
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【「
西
日
本
旅
客
鉄
道
労
働
組
合
に
求
め
る
も
の
は
？
」】

酒
井　

労
働
組
合
に
は
、
会
社
と
違
っ
た
視
点
で
、
現

場
の
実
態
を
踏
ま
え
た
要
求
・
要
望
を
適
切
に
発
信
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
労
使
が
対
話
を

重
ね
る
中
で
、
よ
り
良
い
職
場
環
境
や
事
業
運
営
に
つ

な
が
る
役
割
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
現
場
で
働
く
社
員
一
人
ひ
と
り
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
、
意
見
や
声
を
丁
寧
に
吸

い
上
げ
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
す
。
そ
う
し
た
積
み
重

ね
が
、
組
織
全
体
の
信
頼
関
係
の
構
築
や
課
題
解
決
に

つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

【「
49
回
目
の
S
a
y
ー
c
h
o
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
、

第
1
号（
1
9
9
2
年（
平
成
４
年
）創
刊
号
）
を
作
成

し
た（
当
時
J
R
西
労
組
政
策
・
調
査
部
長
で
あ
っ
た

酒
井
社
長
の
）
思
い
」
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。】

酒
井　

当
時
の
思
い
と
し
て
は
、
ま
ず
組
合
自
身
が
会

社
の
実
態
を
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

い
う
認
識
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
一
環
と
し
て
賃
金
実

態
調
査
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
が
、
給
与
明
細
と
同
等

の
内
容
を
手
作
業
で
作
成
・
入
力
す
る
な
ど
、
非
常
に

手
間
の
か
か
る
作
業
で
し
た
。
そ
う
し
た
取
り
組
み
の

根
底
に
は
、「
参
加
型
の
組
合
を
つ
く
り
た
い
」
と
い

う
強
い
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
組
合
員
一
人
ひ
と
り
が
会
社
の
状
況
を
知
る
こ

と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
情
報
発
信
を
目
的
と

し
て
S
a
y

－c
ho
の
作
成
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

S
a
y

－c
ho
の
発
行
に
あ
た
っ
て
は
、
単
に
会
社

へ
要
求
を
行
う
た
め
の
資
料
で
は
な
く
、
会
社
の
状
況

を
分
か
り
や
す
く
組
合
員
へ
伝
え
る
こ
と
を
重
視
し
、

年
間
3
回
か
ら
4
回
の
ペ
ー
ス
で
発
行
し
て
い
ま
し
た
。

　

単
に
各
人
が
「
言
い
た
い
こ
と
を
言
う
」
だ
け
で
は

会
社
側
と
対
峙
で
き
な
い
。
政
策
に
対
し
て
「
な

る
ほ
ど
」
と
言
う
提
言
が
言
え
な
い
。
問
題
の
本

質
に
少
し
で
も
迫
れ
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
し
た
が
、

さ
て
ど
う
だ
っ
た
で
し
ょ
う
？
（
笑
）
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１
．�

運
転
士
不
足
の
原
因

　

近
年
、
日
本
各
地
で
バ
ス
運
転
士
の
不
足
が
深
刻
な

社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
問
題
は
一
時
的
な

も
の
で
は
な
く
、
複
数
の
要
因
が
重
な
っ
た
構
造
的
な

課
題
で
す
。

　

ま
ず
大
き
な
要
因
と
し
て
、
運
転
士
の
高
齢
化
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
現
在
の
バ
ス
運
転
士
は
50
代
か
ら
60
代

が
中
心
で
、
定
年
退
職
を
間
近
に
控
え
た
人
が
多
い
状

況
で
す
。
一
方
で
、
若
年
層
の
新
規
採
用
が
十
分
に
進

ん
で
お
ら
ず
、
退
職
者
を
補
う
だ
け
の
人
数
を
確
保
で

き
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
結
果
、
年
を
追
う
ご
と
に
運
転

士
の
総
数
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
若
者
に
と
っ
て
職
業
と
し
て
選
ば
れ
に
く
く

な
っ
て
い
る
こ
と
も
大
き
な
原
因
で
す
。
バ
ス
運
転
士

は
早
朝
や
深
夜
、
土
日
祝
日
の
勤
務
が
多
く
、
生
活
リ

ズ
ム
が
不
規
則
に
な
り
や
す
い
仕
事
で
す
。
ま
た
、
長

時
間
拘
束
さ
れ
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
多
く

の
お
客
様
の
命
を
預
か
る
と
い
う
重
い
責
任
が
あ
る
一

方
で
、
こ
う
し
た
負
担
に
見
合
っ
た
待
遇
が
得
ら
れ
に

く
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
定
着
し
て
お
り
、
若
年
層
か

ら
敬
遠
さ
れ
が
ち
で
す
。

　

さ
ら
に
、
賃
金
水
準
の
低
さ
も
人
財
確
保
を
難
し
く

し
て
い
ま
す
。
路
線
バ
ス
事
業
は
慢
性
的
な
赤
字
構
造

に
あ
り
、
運
賃
収
入
だ
け
で
は
経
営
が
成
り
立
ち
に
く

い
状
況
で
す
。
そ
の
た
め
、
人
件
費
を
大
き
く
引
き
上

げ
る
余
力
が
乏
し
く
、
結
果
と
し
て
他
産
業
と
比
べ
て

給
与
水
準
が
低
く
抑
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
長
時
間
労

働
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
収
入
が
伸
び
に
く
い
点

は
、
離
職
や
応
募
者
減
少
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

加
え
て
、
大
型
二
種
免
許
の
取
得
ハ
ー
ド
ル
の
高
さ

も
問
題
で
す
。
バ
ス
運
転
士
に
な
る
た
め
に
は
大
型
二

種
免
許
が
必
要
で
す
が
、
取
得
に
は
高
額
な
費
用
と
長

い
教
習
期
間
が
か
か
り
ま
す
。
こ
の
負
担
を
理
由
に
免

許
取
得
を
断
念
す
る
人
も
多
く
、
免
許
保
有
者
そ
の
も

の
が
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。【
図
10
】

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
も
無

視
で
き
ま
せ
ん
。
コ
ロ
ナ
禍
で
は
利
用
者
が
激
減
し
、

減
便
や
運
休
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
そ
の
過
程
で
、
安
定

し
た
収
入
を
求
め
て
他
業
種
へ
転
職
し
た
運
転
士
が
多

く
、
需
要
が
回
復
し
た
後
も
人
財
が
戻
ら
な
い
状
況
が

続
い
て
い
ま
す
。

Ⅳ  
運
転
士
不
足
と
運
賃
制
度
に
つ
い
て

※参考 ： 令和６年版運転免許統計
　　　　（大型二種免許保有者）

年別 大型二種免許保有者数

令和2年 847,769人

令和3年 824,732人

令和4年 802,143人

令和5年 782,694人

令和6年 765,936人

【図10】 バス運転士の年齢層と資格保有者数

年齢層 保有者数

２０歳～２４歳 1,574人

２５歳～２９歳 4,970人

３０歳～３４歳 9,345人

３５歳～３９歳 15,975人

４０歳～４４歳 28,871人

４５歳～４９歳 52,260人

５０歳～５４歳 85,356人

５５歳～５９歳 102,134人

６０歳～６４歳 105,242人

６５歳～６９歳 94,176人

７０歳～７４歳 99,064人

７５歳～７９歳 86,183人

８０歳～８４歳 53,053人

８５歳以上 28,704人
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さ
ら
に
近
年
は
、
い
わ
ゆ
る
「
2
0
2
4
年
問
題
」

も
運
転
士
不
足
に
拍
車
を
か
け
て
い
ま
す
。
労
働
時
間

の
上
限
規
制
が
厳
格
化
さ
れ
た
こ
と
で
、
従
来
の
よ
う

に
残
業
や
休
日
出
勤
で
ダ
イ
ヤ
を
維
持
す
る
こ
と
が
難

し
く
な
り
ま
し
た
。
働
き
方
改
善
と
い
う
点
で
は
重
要

な
制
度
で
す
が
、
結
果
と
し
て
同
じ
人
員
で
は
運
行
本

数
を
維
持
で
き
ず
、
人
手
不
足
が
一
気
に
表
面
化
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、バ
ス
運
転
士
不
足
は
「
高
齢
化
」「
若

者
離
れ
」「
低
収
益
構
造
」「
免
許
制
度
」「
社
会
環
境

の
変
化
」
が
複
雑
に
絡
み
合
っ
た
問
題
で
す
。
そ
の
た

め
、
個
々
の
バ
ス
会
社
の
努
力
だ
け
で
解
決
す
る
こ
と

は
難
し
く
、
自
治
体
や
国
が
関
与
し
、
公
共
交
通
を
地

域
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
支
え
る
仕
組
み
づ
く
り
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。【
図
11
】

２
．
運
賃
制
度
の
問
題
点

　

日
本
の
バ
ス
運
賃
制
度
は
、路
線
バ
ス
、

貸
切
バ
ス
と
も
に
、
バ
ス
会
社
が
自
由
に

運
賃
を
設
定
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
道

路
運
送
法
を
は
じ
め
と
す
る
国
の
法
律
に

基
づ
き
、
安
全
で
安
定
し
た
バ
ス
運
行
を

将
来
に
わ
た
っ
て
継
続
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
設
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
路
線
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
運
転
士

の
人
件
費
や
燃
料
費
、
車
両
の
点
検
・
修

理
費
、
購
入
・
更
新
費
用
、
営
業
所
維
持

費
な
ど
、実
際
の
運
行
に
必
要
な
原
価
に
、

事
業
を
継
続
す
る
た
め
の
最
低
限
の
利
益

を
加
え
た
水
準
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。

利
用
者
負
担
が
過
度
に
な
ら
な
い
こ
と

と
、
地
域
の
バ
ス
路
線
を
維
持
す
る
こ
と

の
両
立
を
重
視
し
、
バ
ス
会
社
が
運
賃
の

上
限
を
設
定
し
て
国
に
申
請
し
、
国
が
費

用
や
収
支
の
妥
当
性
、
利
用
者
へ
の
影
響

を
審
査
・
認
可
し
た
範
囲
内
で
、
距
離
制

や
均
一
制
な
ど
地
域
特
性
や
利
用
状
況
に

応
じ
た
運
賃
や
、
定
期
券
、
高
齢
者
・
障
が
い
者
割
引
、

1
日
乗
車
券
な
ど
の
各
種
割
引
運
賃
が
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
公
共
交
通
会
議
な
ど
で
自
治
体
、
バ
ス

会
社
、
住
民
が
合
意
し
た
場
合
に
は
、
地
域
協
議
に
よ

る
運
賃
制
度
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
運
賃
見
直

し
も
値
上
げ
自
体
を
目
的
と
す
る
の
で
は
な
く
、
地
域

に
不
可
欠
な
移
動
手
段
を
安
全
か
つ
安
定
的
に
維
持

す
る
た
め
の
対
応
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
貸
切
バ
ス
の
運
賃
に
つ
い
て
も
、
同
様
に
道

路
運
送
法
に
基
づ
き
、
安
全
で
安
定
し
た
運
行
を
継
続

す
る
た
め
に
必
要
な
原
価
を
適
切
に
反
映
す
る
と
い
う

考
え
方
の
も
と
で
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

単
な
る
価
格
競
争
に
委
ね
る
の
で
は
な
く
、
運
転
士

の
労
働
条
件
の
確
保
や
安
全
投
資
の
維
持
を
目
的
と
し

て
、
国
が
一
定
の
算
定
ル
ー
ル
と
基
準
を
定
め
て
い
る

点
が
大
き
な
特
徴
で
す
。
現
在
の
貸
切
バ
ス
運
賃
制
度

で
は
「
時
間
・
キ
ロ
併
用
制
運
賃
方
式
」
が
採
用
さ
れ

て
お
り
、
運
行
に
要
す
る
時
間
と
実
際
の
走
行
距
離
の

双
方
を
考
慮
し
て
、
時
間
制
運
賃
と
キ
ロ
制
運
賃
を
合

算
す
る
こ
と
で
、
運
行
実
態
に
即
し
た
合
理
的
な
運
賃

算
定
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

時
間
制
運
賃
は
、
走
行
時
間
だ
け
で
な
く
、
出
庫
前

点
検
や
帰
庫
後
点
検
な
ど
運
行
前
後
に
必
要
な
業
務
時

間
も
含
め
て
算
出
さ
れ
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
出
庫
前

1
時
間
、
帰
庫
後
1
時
間
が
一
律
に
加
算
さ
れ
、
走
行

時
間
に
こ
れ
ら
を
加
え
た
時
間
に
時
間
単
価
を
乗
じ
て

計
算
さ
れ
て
お
り
、
短
時
間
の
運
行
で
あ
っ
て
も
一
定

の
人
件
費
と
拘
束
時
間
を
確
保
す
る
た
め
、
最
低
3
時

間
分
の
運
賃
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

【図11】 バス運転士（2030年試算）
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一
方
、
キ
ロ
制
運
賃
は
実
際
の
走
行
距
離
に
基
づ
い

て
算
出
さ
れ
、
燃
料
費
や
車
両
の
消
耗
、
整
備
費
な
ど

が
反
映
さ
れ
て
お
り
、
距
離
が
短
く
て
も
拘
束
時
間
が

長
い
運
行
や
、
距
離
が
長
い
効
率
的
な
運
行
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
の
形
態
に
応
じ
た
公
平
な
運
賃
設
定
を
可
能
と

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
貸
切
バ
ス
運
賃
に
は
「
公
示
運
賃
」
と
い
う

考
え
方
が
あ
り
、
こ
れ
は
国
が
地
域
別
・
車
種
別
に
定

め
た
運
賃
の
基
準
額
で
、
現
在
は
下
限
額
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
事
業
者
は
こ
の
下
限
額
を
下
回

る
運
賃
で
の
運
行
が
認
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
過
度
な
低

価
格
競
争
を
防
ぎ
、
安
全
性
を
犠
牲
に
し
た
運
行
を
抑

止
す
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

公
示
運
賃
の
算
定
に
あ
た
っ
て
は
、
運
転
士
の
人
件

費
、
車
両
の
購
入
費
や
償
却
費
、
燃
料
費
、
整
備
費
、

法
令
遵
守
や
安
全
対
策
に
必
要
な
費
用
な
ど
が
幅
広
く

考
慮
さ
れ
て
お
り
、
近
年
の
深
刻
な
運
転
士
不
足
や
賃

金
水
準
の
課
題
を
背
景
に
、
賃
上
げ
の
原
資
確
保
と
持

続
可
能
な
運
行
体
制
の
構
築
を
目
的
と
し
て
、
段
階
的

な
見
直
し
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
公
示
運
賃

は
全
国
一
律
で
は
な
く
、
地
域
ご
と
の
経
済
状
況
や
事

業
環
境
、
ま
た
大
型
・
中
型
・
小
型
・
コ
ミ
ュ
ー
タ
ー

と
い
っ
た
車
種
区
分
ご
と
の
車
両
価
格
や
維
持
管
理
費

の
違
い
を
反
映
し
て
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
路
線
バ
ス
お
よ
び
貸
切
バ
ス

の
運
賃
制
度
に
は
多
く
の
課
題
も
存
在
し
ま
す
。近
年
、

燃
料
価
格
や
物
価
の
上
昇
、
運
転
士
確
保
の
た
め
の
賃

上
げ
、
い
わ
ゆ
る
2
0
2
4
年
問
題
へ
の
対
応
な
ど
に

よ
り
運
行
コ
ス
ト
は
大
き
く
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
運

賃
改
定
に
は
煩
雑
な
原
価
計
算
や
手
続
き
、
長
い
審
査

期
間
が
必
要
な
た
め
、
原
価
上
昇
分
を
迅
速
に
運
賃
へ

反
映
す
る
こ
と
が
難
し
く
、
事
業
者
の
負
担
が
長
期
化

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
公
共
交
通
と
し
て
の
性
格
か
ら

運
賃
水
準
が
長
年
抑
制
さ
れ
て
き
た
結
果
、
収
益
性
の

低
さ
が
固
定
化
し
、
人
件
費
や
労
働
環
境
改
善
に
十
分

な
投
資
が
で
き
ず
、
運
転
士
不
足
や
若
年
層
の
就
業
敬

遠
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
、
自
家
用
車
の

普
及
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の
定
着
と
い
っ
た
利
用
者
減
少
時

代
を
前
提
と
し
た
制
度
設
計
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
も

共
通
の
課
題
で
す
。
利
用
者
が
減
少
し
て
も
運
行
コ
ス

ト
は
大
き
く
下
が
ら
な
い
た
め
、
運
賃
収
入
だ
け
で
事

業
を
維
持
す
る
こ
と
は
一
層
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

加
え
て
、
路
線
バ
ス
で
は
均
一
運
賃
や
地
帯
制
と

い
っ
た
制
度
に
よ
り
、
需
要
や
コ
ス
ト
の
差
を
反
映
し

た
柔
軟
な
価
格
設
定
が
困
難
で
あ
り
、
黒
字
路
線
で
赤

字
路
線
を
補
填
す
る
構
造
が
事
業
全
体
の
経
営
体
力
を

弱
め
て
い
ま
す
。
公
的
補
助
に
つ
い
て
も
、
赤
字
補
填

が
中
心
と
な
り
、
利
用
者
負
担
と
公
費
負
担
の
役
割
分

担
が
十
分
に
整
理
さ
れ
て
い
な
い
点
が
問
題
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
日
本
の
バ
ス
運
賃
制
度
は
、
安
全
性

と
公
共
性
を
重
視
す
る
一
方
で
、
強
い
規
制
の
も
と
で

柔
軟
性
を
欠
き
、
人
口
減
少
や
コ
ス
ト
上
昇
と
い
っ
た

現
代
の
環
境
変
化
に
十
分
対
応
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

　

路
線
バ
ス
、
貸
切
バ
ス
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
適

正
な
運
賃
を
確
保
す
る
こ
と
は
、
安
全
投
資
や
人
財
確

保
、
事
業
の
健
全
な
継
続
の
前
提
条
件
で
あ
り
、
今
後

は
制
度
全
体
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
利
用
者
、
事
業
者
、

行
政
が
共
に
理
解
を
深
め
な
が
ら
見
直
し
を
進
め
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

〈
乗
合
バ
ス
の
運
賃
〉

　

乗
合
バ
ス
運
賃
は
、
道
路
運
送
法
に
基
づ
き
、
利
用

者
の
利
益
を
守
り
つ
つ
、
事
業
が
持
続
可
能
と
な
る
よ

う
「
適
正
な
原
価
に
適
正
な
利
潤
を
加
え
た
水
準
」
を

基
本
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
考
え
方
の
も

と
、
国
は
運
賃
に
つ
い
て
一
定
の
規
制
と
手
続
き
を
設

け
、
事
業
者
が
自
由
に
過
度
な
運
賃
設
定
を
行
う
こ
と

を
防
い
で
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
運
賃
制
度
に
は
「
上
限
運
賃
」「
実
施
運
賃
」

「
協
議
運
賃
」「
軽
微
運
賃
」
の
４
つ
の
区
分
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
う
ち
中
心
と
な
る
の
が
上
限
運
賃
で
あ
り
、

事
業
者
は
あ
ら
か
じ
め
、
路
線
や
地
域
ご
と
に
適
用
す

る
運
賃
の
上
限
を
設
定
し
、
国
土
交
通
大
臣
ま
た
は
地

方
運
輸
局
長
の
認
可
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
上

限
運
賃
は
、
事
業
者
が
提
出
す
る
原
価
計
算
書
に
基
づ

き
、
能
率
的
な
経
営
を
前
提
と
し
た
営
業
費
用
と
適
正

利
潤
を
積
み
上
げ
て
算
定
さ
れ
ま
す
。

　

上
限
運
賃
の
算
定
に
あ
た
っ
て
は
、
ま
ず
「
基
準
賃

率
」
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
基
準
賃
率
と
は
、「
１

人
を
１
㎞
輸
送
す
る
た
め
に
必
要
な
費
用
」
を
基
礎
に

算
出
さ
れ
た
運
賃
率
で
あ
り
、
収
入
（
運
賃
収
入
等
）

が
支
出
（
原
価
＋
適
正
利
潤
）
と
均
衡
す
る
よ
う
定
め

て
い
ま
す
。
こ
の
基
準
賃
率
を
も
と
に
、
実
際
の
運
賃

額
は
、
区
間
距
離
や
区
間
数
な
ど
に
応
じ
て
計
算
さ
れ

ま
す
。

　

具
体
的
な
運
賃
の
定
め
方
（
制
定
形
態
）
と
し
て
は
、

地
域
特
性
や
利
用
状
況
に
応
じ
て
、

　

◦
対
キ
ロ
区
間
制
（
走
行
距
離
に
応
じ
て
算
出
）

　

◦
特
殊
区
間
制
（
区
間
数
に
よ
り
段
階
的
に
設
定
）
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◦
均
一
制
（
距
離
に
か
か
わ
ら
ず
同
一
運
賃
）

　

◦
地
帯
制
（
ゾ
ー
ン
制
）

の
４
種
類
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
都
市
部
で
は
均
一

制
や
地
帯
制
、
地
方
部
で
は
対
キ
ロ
区
間
制
が
原
則
と

さ
れ
る
な
ど
、
地
域
ご
と
の
実
情
が
考
慮
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

事
業
者
は
、
認
可
さ
れ
た
上
限
運
賃
の
範
囲
内
で
、

実
際
に
利
用
者
か
ら
収
受
す
る
「
実
施
運
賃
」
を
設
定

し
、
事
前
に
届
け
出
ま
す
。
実
施
運
賃
に
は
、
普
通
運

賃
の
ほ
か
、
通
勤
・
通
学
定
期
運
賃
、
回
数
券
な
ど
が

含
ま
れ
ま
す
。
ま
た
、
需
要
喚
起
や
社
会
政
策
的
配
慮

か
ら
各
種
割
引
運
賃
を
設
け
る
こ
と
も
可
能
で
あ
り
、

過
度
な
値
下
げ
や
不
当
な
差
別
が
生
じ
な
い
よ
う
、
一

定
の
場
合
に
は
国
が
「
変
更
命
令
」
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
地
域
公
共
交
通
会
議
な
ど
で
自
治
体
・
住

民
・
事
業
者
が
合
意
し
た
場
合
に
は
、「
協
議
運
賃
」
と

し
て
、
上
限
運
賃
制
度
に
よ
ら
ず
、
地
域
の
実
情
に
即

し
た
運
賃
を
設
定
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合

で
も
、
利
用
者
に
過
度
な
負
担
を
強
い
ら
な
い
こ
と
、

公
正
な
競
争
を
阻
害
し
な
い
こ
と
が
前
提
と
な
り
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
乗
合
バ
ス
の
運
賃
は
、
単
に
事
業
者

が
自
由
に
決
め
る
も
の
で
は
な
く
、

　

◦
原
価
と
収
支
均
衡
を
基
礎
と
し
た
合
理
性

　

◦
利
用
者
保
護
と
公
正
性

　

◦
地
域
特
性
や
交
通
政
策
と
の
整
合

を
重
視
し
な
が
ら
、
法
令
に
基
づ
く
認
可
・
届
出
制
度

の
中
で
段
階
的
に
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
運
賃
は
、
公

共
交
通
を
支
え
る
重
要
な
要
素
で
あ
り
、
事
業
の
持
続

性
と
利
用
者
負
担
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
こ
と
が
、
制
度

全
体
の
基
本
的
な
考
え
方
と
な
っ
て
い
ま
す
。【
図
12
】

【
図
13
】

上限運賃
協議運賃

（地域公共交通会議）

●対キロ区間制
●特殊区間制

●均一制
●地帯制

●対キロ制（高速バス）
●時間距離併用制
　（定期観光運送）

●普通旅客運賃
  （設定内容によっては「割引」に該当）

●定期旅客運賃
  （設定内容によっては「割引」に該当）

●回数旅客運賃
  （設定内容によっては「割引」に該当）

認可

実施運賃 届出（30日前）

届出（30日前）

軽微運賃

届出（7日前※）
運賃の種別 運賃の種別 運賃の種別

制定形態制定形態 制定形態

※「上限・実施運賃」 に準じる等、 
　合理的かつ利用者に明確な手
　法により設定

※「実施運賃」に準じる

※「臨時運送」はあらかじめ

運賃の種別 運賃の種別

【規制】①適正な原価に適正な利潤を加えたものを超えないものであるか（法9条2項）［上限運賃］ 
 ②運賃変更命令を行わないものであるか（法9条6項）［実施運賃・協議運賃・軽微運賃］

（定期観光運送、高速バス等、
  臨時運送・路線不定期・区域運行）

概要 適用される運賃 規制 制度
（定め方） 手続

上限運賃 運賃の上限額を定める 一般路線等の運賃 適正原価・
適正利潤　 制定形態

運賃の種類適用方法　
等

認可申請
標準処理期間3ヶ月（停
留所新設等に伴うものは
1ヶ月程度）

実施運賃 上限額の範囲内で、実
施する運賃を定める 一般路線等の運賃 変更命令 事前届出

30日前

協議運賃 協議により運賃を
定める

地域公共交通会議等
で協議が調った運賃 変更命令 上限運賃及び実施運賃

に準じて設定する　等
事前届出

30日前

軽微運賃 一定要件のもと、
運賃を定める

定期観光運送、
高速バス、臨時運送、
路線不定期、
区域運行の運賃

変更命令
制定形態
運賃の種類
適用方法　等

事前届出
7日前

（「臨時運送」はあらかじめ）

【図12】 乗合バス運賃制度の全体像

【図13】 乗合バス運賃制度の概要
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一
方
、
キ
ロ
制
運
賃
は
、
バ
ス
が
実
際
に
走
行
し
た

距
離
に
応
じ
て
算
出
さ
れ
ま
す
。
走
行
距
離
に
キ
ロ
単

価
を
乗
じ
て
計
算
さ
れ
、
こ
の
中
に
は
燃
料
費
、
車
両

の
消
耗
や
整
備
費
、
車
両
購
入
費
の
償
却
分
な
ど
が
含

ま
れ
て
い
ま
す
。
時
間
制
運
賃
と
キ
ロ
制
運
賃
を
組
み

合
わ
せ
る
こ
と
で
、
距
離
が
短
く
て
も
待
機
や
渋
滞
な

ど
で
拘
束
時
間
が
長
い
運
行
や
、
距
離
が
長
い
一
方
で

効
率
的
に
走
行
で
き
る
運
行
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
運
行

形
態
に
応
じ
た
適
正
な
運
賃
設
定
が
可
能
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
貸
切
バ
ス
運
賃
に
は
「
公
示
運
賃
」
が
設
け

ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
国
が
地
域
別
・
車
種
別
に
定
め

た
運
賃
の
基
準
額
で
す
。
現
在
の
公
示
運
賃
は
下
限
額

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
事
業
者
は
こ
の
金
額

を
下
回
る
運
賃
で
運
行
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ

の
下
限
額
に
は
、
運
転
士
の
人
件
費
、
車
両
の
購
入
費

や
償
却
費
、
燃
料
費
、
整
備
費
、
法
令
遵
守
や
安
全
対

策
に
必
要
な
費
用
な
ど
が
反
映
さ
れ
て
お
り
、
近
年
の

運
転
士
不
足
や
賃
金
引
上
げ
の
必
要
性
を
踏
ま
え
て
、

段
階
的
な
見
直
し
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
公
示
運
賃
は

全
国
一
律
で
は
な
く
、
地
域
ご
と
の
経
済
状
況
や
事
業

環
境
、
さ
ら
に
大
型
・
中
型
・
小
型
・
コ
ミ
ュ
ー
タ
ー

と
い
っ
た
車
種
区
分
ご
と
の
車
両
価
格
や
維
持
管
理
費

の
違
い
を
考
慮
し
て
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。【
図
14
】

〈
貸
切
バ
ス
運
賃
〉

　

貸
切
バ
ス
の
運
賃
は
、
バ
ス
事
業
者
が
自
由
な
価
格

競
争
に
よ
っ
て
決
め
て
い
る
も
の
で
は
な
く
、
道
路
運

送
法
に
基
づ
き
、
安
全
で
安
定
し
た
運
行
を
継
続
す
る

た
め
に
必
要
な
原
価
を
適
切
に
反
映
す
る
と
い
う
考
え

方
の
も
と
で
制
度
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
過
度
な
低
価
格

競
争
は
、
運
転
士
の
労
働
条
件
の
悪
化
や
安
全
対
策
の

不
足
を
招
き
、
事
故
の
リ
ス
ク
を
高
め
る
お
そ
れ
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
国
が
一
定
の
算
定
ル
ー
ル
と
基
準
を
定

め
、
適
正
な
運
賃
水
準
を
確
保
す
る
仕
組
み
が
採
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

現
在
の
貸
切
バ
ス
運
賃
制
度
で
は
、「
時
間
・
キ
ロ

併
用
制
運
賃
方
式
」
が
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
方

式
は
、
貸
切
バ
ス
の
運
行
に
要
す
る
「
時
間
」
と
「
走

行
距
離
」
の
双
方
を
考
慮
し
て
運
賃
を
算
出
す
る
も
の

で
、
運
行
実
態
に
即
し
た
公
平
か
つ
合
理
的
な
運
賃
設

定
を
可
能
に
し
て
い
ま
す
。
最
終
的
な
運
賃
は
、「
時

間
制
運
賃
」
と
「
キ
ロ
制
運
賃
」
を
合
算
す
る
こ
と
で

算
出
さ
れ
ま
す
。

　

時
間
制
運
賃
は
、
実
際
に
バ
ス
が
走
行
し
て
い
る
時

間
だ
け
で
な
く
、
運
行
に
付
随
し
て
必
要
と
な
る
業
務

時
間
も
含
め
て
計
算
さ
れ
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
出
庫

前
点
検
等
の
時
間
と
し
て
１
時
間
、
帰
庫
後
点
検
等
の

時
間
と
し
て
１
時
間
が
一
律
に
加
算
さ
れ
、
走
行
時
間

に
こ
れ
ら
２
時
間
を
加
え
た
時
間
数
に
、
地
域
や
車
種

ご
と
に
定
め
ら
れ
た
時
間
単
価
を
乗
じ
て
算
出
さ
れ
ま

す
。
さ
ら
に
、
短
時
間
の
運
行
で
あ
っ
て
も
一
定
の
人

件
費
と
拘
束
時
間
を
確
保
す
る
た
め
、
最
低
３
時
間
分

の
時
間
制
運
賃
が
必
ず
適
用
さ
れ
る
仕
組
み
と
な
っ
て

い
ま
す
。
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バ
ス
業
界
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
こ
れ
ま
で
記
述
し

て
い
る
と
お
り
、
人
口
減
少
、
利
用
者
数
の
長
期
的
減

少
、
運
転
士
不
足
、
収
益
構
造
の
脆
弱
性
、
さ
ら
に
は

「
2
0
2
4
年
問
題
」
に
よ
る
労
働
時
間
規
制
の
強
化

な
ど
、
複
数
の
課
題
が
同
時
進
行
す
る
極
め
て
厳
し
い

局
面
に
あ
り
ま
す
。
と
り
わ
け
、
現
場
を
担
う
運
転
士

の
高
齢
化
と
人
手
不
足
は
、
労
働
条
件
の
問
題
に
と
ど

ま
ら
ず
、
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
そ
の
も
の
を
脅

か
す
構
造
的
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
Ｊ
Ｒ
西
労
組
に
は
、
労
働

者
の
権
利
と
生
活
を
守
る
役
割
に
加
え
、
公
共
交
通
を

担
う
当
事
者
と
し
て
、
バ
ス
事
業
の
持
続
可
能
性
を
高

め
る
た
め
の
取
り
組
み
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

１
．�

2
0
2
4
年
問
題
を
踏
ま
え
た
安
全
・
健
康
最
優

先
の
働
き
方
の
確
立

　

働
き
方
改
革
関
連
法
の
施
行
に
よ
り
、
時
間
外
労
働

の
上
限
規
制
が
本
格
化
し
た
こ
と
は
、
運
転
士
の
健
康

確
保
と
い
う
点
で
大
き
な
意
義
を
持
つ
一
方
、
現
場
で

は
人
員
不
足
が
よ
り
一
層
可
視
化
さ
れ
ま
し
た
。
今
後

は
、
限
ら
れ
た
人
員
で
無
理
に
ダ
イ
ヤ
を
維
持
す
る
の

で
は
な
く
、
安
全
と
健
康
を
最
優
先
と
し
た
運
行
体
制

へ
の
転
換
が
不
可
欠
で
す
。

　

Ｊ
Ｒ
西
労
組
と
し
て
は
、
実
労
働
時
間
だ
け
で
な
く

拘
束
時
間
全
体
を
含
め
た
負
担
軽
減
、
十
分
な
休
息
時

間
の
確
保
、過
度
な
連
続
勤
務
の
是
正
な
ど
に
つ
い
て
、

実
効
性
の
あ
る
改
善
を
会
社
に
求
め
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
す
。
ま
た
、
安
全
確
保
の
観
点
か
ら
必
要
な
減
便

や
路
線
再
編
に
つ
い
て
、
職
場
で
働
く
組
合
員
の
声
が

適
切
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
、
労
使
協
議
の
充
実
を
図
ら

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

２
．�

人
財
確
保
と
定
着
に
向
け
た
労
働
条
件
の
改
善

　

運
転
士
不
足
の
背
景
に
は
、
長
時
間
拘
束
や
不
規
則

勤
務
、
責
任
の
重
さ
に
見
合
わ
な
い
と
受
け
止
め
ら
れ

て
い
る
賃
金
水
準
な
ど
、
労
働
環
境
に
対
す
る
根
深
い

課
題
が
あ
り
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
西
労
組
と
し
て
は
、
賃
金
水

準
の
引
き
上
げ
や
手
当
体
系
の
見
直
し
を
継
続
的
に
求

め
る
と
と
も
に
、
若
年
層
や
未
経
験
者
が
安
心
し
て
働

き
続
け
ら
れ
る
初
任
給
や
教
育
・
育
成
期
間
中
の
処
遇

改
善
に
重
点
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
女
性
や
高
齢
者
、
短
時
間
勤
務
者
が
活
躍
で

き
る
職
場
環
境
の
整
備
な
ど
、
多
様
な
人
財
を
受
け
入

れ
る
柔
軟
な
勤
務
制
度
の
確
立
も
重
要
な
課
題
で
す
。

３
．�

運
賃
制
度
や
経
営
へ
の
チ
ェ
ッ
ク
・
提
言
機
能
の

発
揮

　

バ
ス
事
業
の
低
収
益
構
造
は
、
賃
金
や
労
働
条
件
の

改
善
を
困
難
に
す
る
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

運
賃
制
度
は
法
令
に
基
づ
き
厳
格
に
規
制
さ
れ
て
お

り
、
原
価
上
昇
分
を
迅
速
に
反
映
し
に
く
い
現
状
が
あ

り
ま
す
が
、
適
正
な
運
賃
を
確
保
す
る
こ
と
は
、
人
財

確
保
や
安
全
投
資
の
前
提
条
件
で
す
。

　

Ｊ
Ｒ
西
労
組
は
、
運
賃
改
定
が
単
な
る
値
上
げ
で
は

な
く
、
安
全
で
持
続
可
能
な
公
共
交
通
を
維
持
す
る
た

め
に
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
、
利
用
者
や
地
域
社
会
に

対
し
て
分
か
り
や
す
く
発
信
し
て
い
く
役
割
を
担
う
必

要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
赤
字
補
填
に
偏
っ
た
公
的
支

援
か
ら
、
人
財
育
成
や
労
働
環
境
改
善
を
後
押
し
す
る

制
度
へ
の
転
換
を
行
政
に
求
め
る
な
ど
、
経
営
構
造
そ

の
も
の
に
踏
み
込
ん
だ
政
策
提
言
を
行
わ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

４
．�

路
線
再
編
・
事
業
構
造
変
化
に
お
け
る
雇
用
と
生

活
の
確
保

　

人
口
減
少
や
利
用
者
減
少
を
背
景
に
、
今
後
も
路
線

の
集
約
や
事
業
の
再
編
が
進
む
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
そ
の
際
、
組
合
員
に
不
利
益
が
集
中
す
る
こ
と
の

な
い
よ
う
、
雇
用
の
安
定
を
最
優
先
と
し
た
対
応
を
求

め
る
こ
と
が
我
々
の
重
要
な
役
割
で
す
。

　

配
置
転
換
や
勤
務
内
容
の
変
更
に
あ
た
っ
て
は
、
十

分
な
説
明
と
合
意
形
成
を
前
提
と
し
、
生
活
へ
の
影
響

を
最
小
限
に
抑
え
る
措
置
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
構
造
改
革
が
、
結
果
と
し
て
労
働
条
件
の
後
退
に

つ
な
が
ら
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

５
．�

公
共
交
通
を
支
え
る
社
会
的
役
割
を
踏
ま
え
た
政

策
提
言
の
取
り
組
み

Ⅴ  
Ｊ
Ｒ
西
労
組
の
取
り
組
む
べ
き
こ
と
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今
回
の
「
S
a
y
ー
c
h
o
」
で
は
、

「
バ
ス
業
界
に
お
け
る
現
状
と
課
題
」
を

テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
ま
し
た
。

　

J
R
西
労
組
と
い
う
と
鉄
道
の
イ
メ
ー

ジ
が
強
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
実
は
バ

ス
会
社
で
働
く
仲
間
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
今
回
の
特
集
を

通
し
て
、
そ
ん
な
仲
間
の
存
在
を
少
し
で
も
身
近
に
感
じ
て

も
ら
え
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

　

バ
ス
は
こ
れ
ま
で
、
地
域
の
生
活
を
当
た
り
前
の
よ
う
に

支
え
て
き
ま
し
た
。
で
も
今
、
そ
の
現
場
で
は
大
き
な
変
化

が
起
き
て
い
ま
す
。
運
転
士
の
高
齢
化
や
人
手
不
足
、
長
時

間
で
不
規
則
な
働
き
方
、
責
任
の
重
さ
な
ど
、
働
く
環
境
に

は
ま
だ
ま
だ
課
題
が
残
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
利
用
者
の
減

少
や
収
支
の
厳
し
さ
も
あ
り
、
減
便
や
路
線
の
見
直
し
が
進

ん
で
い
る
地
域
も
増
え
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
普
段

の
移
動
が
今
ま
で
ど
お
り
出
来
な
く
な
る
地
域
が
広
が
る
こ

と
も
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
に
対
し
て
、
私
た
ち
に
求
め
ら
れ
て
い
る

の
は
、
「
仕
方
が
な
い
」
と
あ
き
ら
め
る
こ
と
で
は
な
く
、

少
し
ず
つ
で
も
前
に
進
め
て
い
く
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
働

き
や
す
い
環
境
を
つ
く
る
こ
と
、
仲
間
を
増
や
し
て
い
く
こ

と
、
そ
し
て
公
共
交
通
を
社
会
全
体
で
支
え
て
い
く
こ
と
の

大
切
さ
を
、
引
き
続
き
伝
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

J
R
西
労
組
と
し
て
も
、
現
場
で
働
く
仲
間
の
声
を
大
切

に
し
な
が
ら
、
働
く
人
と
地
域
交
通
の
ど
ち
ら
も
守
っ
て
い

け
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

本
誌
が
、
バ
ス
業
界
の
現
状
を
知
る
き
っ
か
け
に
な
り
、

「
自
分
た
ち
に
何
が
で
き
る
の
か
」
を
考
え
る
一
歩
に
つ
な

が
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。
今
後
も
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
の
声
を
聞
か

せ
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
か
ら
も
全
員
参
加
で
J
R
西
労
組
運
動
の
発
展
を
め

ざ
し
て
、
共
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

　

企
画
・
政
策
部
長　

石
田
原 

潔

　

バ
ス
事
業
は
、
単
な
る
企
業
活
動
で
は
な
く
、
地
域

社
会
を
支
え
る
重
要
な
社
会
イ
ン
フ
ラ
で
す
。
労
働
条

件
の
悪
化
や
人
財
流
出
は
、
結
果
と
し
て
地
域
住
民
の

移
動
手
段
の
喪
失
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

Ｊ
Ｒ
西
労
組
は
、
こ
う
し
た
認
識
の
も
と
、
国
や
自

治
体
、
政
治
と
の
連
携
を
強
め
、
公
共
交
通
を
支
え
る

政
策
・
制
度
の
実
現
に
向
け
て
積
極
的
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

現
場
で
働
く
組
合
員
の
声
を
集
約
し
、
社
会
に
発
信

す
る
こ
と
で
、「
働
く
人
を
大
切
に
す
る
こ
と
が
、
安
全

で
安
心
な
公
共
交
通
に
つ
な
が
る
」
と
い
う
理
解
を
広

げ
て
い
く
こ
と
が
、今
後
ま
す
ま
す
重
要
と
な
り
ま
す
。

６
．�

企
画
提
案
運
動
の
推
進

　

厳
し
い
経
営
環
境
の
中
だ
か
ら
こ
そ
、
単
に
要
求
を

突
き
つ
け
る
だ
け
で
な
く
、
将
来
を
見
据
え
た
企
画
提

案
運
動
を
進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
現
場
実
態
を

的
確
に
把
握
し
、
労
働
条
件
改
善
と
公
共
交
通
の
維
持

を
両
立
さ
せ
る
道
筋
を
示
す
こ
と
が
、
労
働
組
合
の
存

在
価
値
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

持
続
可
能
な
バ
ス
事
業
の
実
現
は
、
運
転
士
を
は
じ

め
と
す
る
働
く
仲
間
の
努
力
だ
け
で
達
成
で
き
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。Ｊ
Ｒ
西
労
組
が
主
体
的
に
考
動
し
、

会
社
、
行
政
、
地
域
社
会
と
連
携
し
な
が
ら
取
り
組
み

を
進
め
て
い
く
こ
と
が
、
未
来
の
公
共
交
通
を
守
る
力

と
な
り
ま
す
。
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